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「キッズ・ミュージック・ワークショップ」にて（2021.3.6）「キッズ・ミュージック・ワークショップ」にて（2021.3.6）

　令和２年度第４回市民ボランティア講座並びに災害復興応援チャリティー「三味線ライブinなよろ」を３月６日、

７日にエンレイホールにて開催しました。

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、各日定員を300名とさせていただきましたが、両日とも満員のご

来場をいただき、大盛況のうちに終了しました。　　

　津軽三味線奏者　忍弥さんらの演奏の他、公演の前段に行った「キッズ・ミュージック・ワークショップ」に

参加した子ども達や市内中高吹奏楽部との共演など、市民参加型の演奏に出演者並びに来場された方々にも楽し

んでいただける時間となりました。

　また、障がいがありながらもタブレットを利用してパーカッションの演奏をしている鈴木颯太さん（旭川市在

住）のドラムソロにも大きな拍手が送られていました。

　共催である東日本大震災チャリティーコンサート実行委員会が行った募金は、２日間で135,915円の善意が寄せ

られ、名寄市共同募金委員会を通じて全国の被災地の復興活動に役立てられます。

　感染防止対策にご協力いただきご来場いただいた皆様、ご出演いただいた皆様に心をより感謝申し上げます。
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令和３年度　名寄市社会福祉協議会　予算

令和３年度　名寄市社会福祉協議会　事業方針

【収入】　　　　　　　　　　　　単位：千円 【支出】　　　　　　　　　　　　単位：千円

合　　　　計　　　　　        205,089　   　　　　　 　　　　　合　　　　計　               204,495
予算額後方の括弧内は、予算全体に占める割合となっています。端数調整のため合計が100％にならない場合があります。

人件費支出　　　　　　　　　  　  132,633 （64.86％）

事業費支出                         10,086 （ 4.93％）

事務費支出                         26,272 （12.85％）

共同募金配分金事業費                2,200 （ 1.08％）

助成金支出                          6,205 （ 3.03％）

負担金支出                            340 （ 0.17％）

その他の支出                        2,000 （ 0.98％）

長期貸付金支出　　　　　　　　 　 　2,000 （ 0.98％）

積立資産支出                        5,300 （ 2.59％）

サービス区分間繰入金支出           17,259 （ 8.44％）

予備費　　　　　　　　　　　　　　　　200 （ 0.10％）

会費収入　　　　　　　　　　　　　　4,236 （ 2.07％）

寄附金収入      　  　     　       2,884 （ 1.41％）

経常経費補助金収入　  　 　        44,033 （21.47％）

受託金収入         　　 　         30,165 （14.71％）

貸付事業収入　　　　                   10 （ 0.01％）

事業収入　　　　　　　　　　　　　　1,015 （ 0.49％）

負担金収入　　　　　　　　　　　　    565 （ 0.28％）

介護保険事業収入　　　　　　　　　 63,859 （31.14％）

障害福祉サービス等事業収入　　　　 20,735 （10.11％）

受取利息配当金収入　　　　　　　　     27 （ 0.01％）

その他の収入                          913 （ 0.45％）

長期貸付金回収収入　　　　　　　　　2,000 （ 0.98％）

積立金資産取崩収入　　　　　　　　 17,388 （ 8.48％）

サービス区分間繰入金収入　　　　　 17,259 （ 8.42％）

　昨年は、新型コロナウイルス感染症が猛威を振るい、日本社会も厳しい状況
におかれ、名寄市においても、市民の皆様の健康や地域経済に大きな打撃を与
える大変な一年となりました。地域福祉を担う当協議会の事業運営にも大きく
影響し、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、当初予定していた多
数の事業の開催中止や事業計画等を変更し、規模縮小を余儀なくされる場面が
多々ありました。
　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化し、依然として厳しい事業運営が
予測されますが、当協議会におきましては、生活様式が変化していくなかで
「出来ない理由」を探すのではなく、「出来る方法」を見つけることを基本に、
新たな地域生活課題への対応と地域のつながりの再構築に向けた支援を多様な
組織・関係者との連携・協働により積極的に推進して参ります。
　令和３年度から運用を開始する「財政等中長期計画（介護保険等事業）」
（期間：令和３年度から令和１２年度）に基づき、法人内における介護保険等事業部門の連携強化を図るべく組織機
構の再編を行い、指定居宅介護支援事業所、ヘルパーセンターぬくもり及びデイサービスセンターつどいの３事業所
を統括し一体的に管理運営し適正な業務推進を図って参ります。法人運営及び地域福祉事業等についても、将来的な
ビジョンや経営分析、課題抽出等を実施し、令和４年度からの運用を目指す「財政等中長期計画（法人運営等）」
（期間：令和４年度から令和１３年度）を策定し、中長期に渡る財政の安定化に向けた協議検討を進め、組織機構の
見直しも併せて行います。

　住み慣れた地域で自立した生活を安心して送れるよう、指
定居宅介護支援事業所、なよろヘルパーセンターぬくもり及
びデイサービスセンターつどいの３事業所の連携及び機能強
化に努め、「利用者の心のケア」「利用者に寄り添った支援」
を心がけ、関係機関や地域福祉事業との連携を図りながら利
用者に信頼される支援に努めます。
　安定した事業所運営に必要不可欠となる利用者の確保に向
け、質の高いサービスの提供を目指し、人材確保や育成、関
係機関との連携会議、研修会への積極的な参加や自主的な研
修会の企画・実施に取組んで参ります。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、これまで同様
の地域福祉活動の推進が難しい中で、心身の健康を保って
いくためには身近な地域での新たな支え合い活動が重要と
なっており、地域の状況や新たな生活様式に合わせた活動
を町内会や民生委員児童委員などの日常生活に近い場面で
活動をされている皆様との連携により展開をして参ります。
　昨年度新たに開始した「こんにちはレター」「まごころ
マスク」については、市民の皆様より多くの感謝の声をい
ただいており、今後も社会情勢に合わせた形で継続して参
ります。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、これまで同様
の地域福祉活動の推進が難しい中で、心身の健康を保って
いくためには身近な地域での新たな支え合い活動が重要と
なっており、地域の状況や新たな生活様式に合わせた活動
を町内会や民生委員児童委員などの日常生活に近い場面で
活動をされている皆様との連携により展開をして参ります。
　昨年度新たに開始した「こんにちはレター」「まごころ
マスク」については、市民の皆様より多くの感謝の声をい
ただいており、今後も社会情勢に合わせた形で継続して参
ります。

　市民に対する福祉教育について、地域共生社会の実現に
向けてその重要性が増しており、学校と連携した子ども達
への実践や、市民ボランティア講座における講演や市民ボ
ッチャ交流大会、多分野・多世代地域活動拠点「ここほっ
と」での交流などをとおした幅広い世代の方々への実践を
積極的に行って参ります。
　また新たに７月から「介護予防・日常生活支援総合事業
訪問型サービスＢ」を実施し、従来実施している住民参加
型在宅福祉サービス「ほのぼの倶楽部」との連動により事
業展開をすることで、住民相互の支え合いをとおした生活
の質の向上を図って参ります。

　市民に対する福祉教育について、地域共生社会の実現に
向けてその重要性が増しており、学校と連携した子ども達
への実践や、市民ボランティア講座における講演や市民ボ
ッチャ交流大会、多分野・多世代地域活動拠点「ここほっ
と」での交流などをとおした幅広い世代の方々への実践を
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　また新たに７月から「介護予防・日常生活支援総合事業
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　第４期地域福祉実践計画「つながり」の最終年度を迎え、
単年度及び計画終了に伴う評価を実施し、次期計画策定に向
けてニーズ課題を明確化させ、次期計画の策定に向けた準備
や策定時期について改めて協議検討をして参ります。
　職員の資質向上については、計画的な研修機会の提供や、
関係機関や職員間、係間の連携を図り、地域福祉の中核を担
える職員の育成に取り組みます。
　また災害時にもより多くの住民の生活を守ることができる
よう全職員での「社協職員行動マニュアル・事業継続計画」
における行動確認及び研修により、効率的に運用し最大限の
住民サービスの提供ができるよう努めて参ります。

　第４期地域福祉実践計画「つながり」の最終年度を迎え、
単年度及び計画終了に伴う評価を実施し、次期計画策定に向
けてニーズ課題を明確化させ、次期計画の策定に向けた準備
や策定時期について改めて協議検討をして参ります。
　職員の資質向上については、計画的な研修機会の提供や、
関係機関や職員間、係間の連携を図り、地域福祉の中核を担
える職員の育成に取り組みます。
　また災害時にもより多くの住民の生活を守ることができる
よう全職員での「社協職員行動マニュアル・事業継続計画」
における行動確認及び研修により、効率的に運用し最大限の
住民サービスの提供ができるよう努めて参ります。

「こんにちはレター」お届けの様子

　住み慣れた地域で自立した生活を安心して送れるよう、指
定居宅介護支援事業所、なよろヘルパーセンターぬくもり及
びデイサービスセンターつどいの３事業所の連携及び機能強
化に努め、「利用者の心のケア」「利用者に寄り添った支援」
を心がけ、関係機関や地域福祉事業との連携を図りながら利
用者に信頼される支援に努めます。
　安定した事業所運営に必要不可欠となる利用者の確保に向
け、質の高いサービスの提供を目指し、人材確保や育成、関
係機関との連携会議、研修会への積極的な参加や自主的な研
修会の企画・実施に取組んで参ります。
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　愛情銀行は、会葬礼状としてご利用いただいている「福祉はがき」をはじめ、チャリティ映画会の益金、金銭や物品寄
付を、福祉団体の福祉器具購入助成など市内の地域福祉・在宅福祉事業に有効に活用させていただいています。

社協だより　サポートなよろ　Vol.49 令和３年５月号社協だより　サポートなよろ　Vol.49 令和３年５月号

３２ ５３０,０００円

◇愛情銀行寄託［福祉はがき］ （令和３年２月１日～令和３年３月３１日）

（令和３年２月１日～令和３年３月３１日）

月 月寄 付 金 件数 寄 付 金 件数 件数寄 付 金 

◇愛情銀行寄託［一般寄付］

合 計

３２

月 月寄 付 金 件数 寄 付 金 件数 件数寄 付 金 

合 計

１０ １９５,０００円 １０ ７２５,０００円 ２０

０円 ０ ５０,０００円 １ ５０,０００円 １

職　　　種 ： ホームヘルパー ／ 雇用形態 ： パート
給　　　料 ： 時給 1,150円～
手　　　当 ： 資格手当　3,000円（介護福祉士）
　　　　　　 　  業務手当　100円／１時間　他
業務内容 ： 訪問介護
必要資格等 ： 初任者研修修了者（ホームヘルパー２級以上）

　　　 　　　   普通自動車免許

　明るく働きやすい職場を目指しています。

　午前中だけや曜日を指定した勤務など、様々

な働き方を一緒に考えさせていただきます。

　在宅介護に興味のある方は、お問合せいただ

ければ幸いです！

　お待ちしています！

◇賛助会員・個人（順不同）

◇賛助会員・団体（順不同）

（敬称略）

（敬称略）

根木　實、中村　雅光、川原　夏子、中村　幸尚、木田　繁太郎、小池　晴行、宮越　豊美、宮下　信子、馬場　義人、小川　勇人
松原　寛充、小川　進、熊谷　守、高橋　勝、猿谷　繁明、安部　英利、蓮宗　孝、森重　裕、米澤　赳、坂口　博貴、飛田　聖
松本　昇、松崎　義昭、川上　春男、三品　勝之、大野　洋子、石田　多喜子、東　恵美子、秋山　秀雄、篠原　博明、木田　信子
中林　かつ枝、駒田　子上、林　里美、横田　一真、尾潟　鉱一、松田　慎司、山上　俊之、山中　亜紀、中渡　弘美、滋野　俊一
小笠原　志朗、粕谷　玲子、鶴原　真央、神田　あんり、鈴木　咲希、井上　正義、大江　由美子、帯川　亜由美、塩田　千恵美
岡田　伸一、松田　康子、佐々木　憲一、磯田　久雄、宮本　幸子、俵　正次、池田　千恵子、尾関　章一、西尾　是人、寺町　三善
武田　修一、樫山　司、岡田　伸一、小林　修

旬菜いし田、(有)北海道新聞橘販売所、道北信興商事（株）、（株）名文堂、（株）こころ保険、（有）村上自動車工業、（有）スタジ
オ稲場、(有)クロスオート、(株)マルベリーさわやかセンター名寄、新光電気（株）、（株）名寄新聞社、旭川トヨペット（株）名寄店、
(株)グランドホテル藤花、名寄アポロ石油(株)、藤田産業（株）、名寄新聞中央販売所、ネッツトヨタ旭川（株）なよろ店、居酒屋天馬、
川原クレーン(株)、(株)ダスキン滝沢、北昭産業（株）、北昭産業（株）給油所、北星信用金庫、（株）エフエムなよろ、（株）喜信堂、
(有)コピーセンターグローバル、名寄駅前郵便局、(株)アイジー、（株）西條名寄店、（有）アクシス、（株）北方印刷所、花秀、小谷
自動車整備工場、サンベリーむらおか、（株）トヨタレンタリース旭川、（株）木賀商店、上川北部地域人材開発センター運営協会、
(有)靴スポーツのすま、医療法人社団たに内科クリニック、吉川印刷（株）、大野土建(株)、医療法人臨生会、（有）マルサさとう、
味処鳥長、(株)名寄給食センター、（有）喜多印刷所、名寄中央整形外科、（株）松前、(有)大高運送、(有)大野塗装店、(株)小田桐商
店、(有)川原観光、ファッションハウスたかぎ、(有)高橋商店、(株)とみなが、田中板金工業、(株)谷井鉄工所、谷精米所、(株)近藤組
名寄支店、中館建設(株)、新井田商店、上川北部森林組合、JA道北なよろ、米澤製麺所、(有)風連モータース、(株)もち米の里ふうれん
特産館、(有)藤井はなや、三喜屋洋品店、美音福、(株)山崎機工、(有)山崎石油店、(株)カンリ、橋場建設(株)、下山自動車工業、桑原
農機商会、北海道クボタ(株)風連営業所、(株)トトリ名寄

令和２年度エコキャップ運動サポート企業

エコキャップ運動へのご協力ありがとうございました！
　市民の皆様から名寄社協に寄贈いただいたエコキャップ（ペットボトルキャップ）は、名寄市内のサポー

ターとなっていただいている企業からのご支援をいただき、日本理化学工業（美唄市）に送られ、障がいの

ある方の雇用拡大などに役立てられます。

　エコキャップを寄贈いただける方、活動にご支援をいただける事業所は名寄社協までお問合せください。



［風連支所］
〒098-0507
名寄市風連町西町 196-1
　　          名寄市役所風連庁舎内
                TEL・FAX：01655-3-3777

ホームページ　http://www.nayoro-shakyo.jp
E-mail  info@nayoro-shakyo.jp

　お急ぎの場合や夜間・休日等は
「01654-3-9862」におかけ下さい。
　FAX は２４時間送信可能です。

　５月１０日（月）までに電話・メール等にて、
名寄市社会福祉協議会までお申込みください。

①新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、次の事項

に該当される方の参加をお断りします。

１）平熱を超える発熱がある。／２）せき、のどの痛み、

風邪等の症状がある。／３）体のだるさ、息苦しさ、疲

れやすい。／４）嗅覚や味覚の異常がある。／５）過去

１４日以内に新型コロナウイルス感染症陽性とされる方

との濃厚接触がある。／６）過去１４日以内に同居家族

や身近な知人に感染が疑われる方がいる。／７）過去１

４日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間が必要

とされる国、地域等への渡航、または当該在住者との濃

厚接触があった。

②会場ではマスクの着用を必須とします。

　コミュニケーションや健康上の理由等によって着用で

きない方は除きます。

③会場入り口での検温を必須とします。

　検温機材（非接触型）は主催者で用意します。スタッ

フの指示に従い検温を行っていただきます。

①席は十分な距離を取って配置します。／②こまめな換
気を行います。／③消毒液を設置します。／④人数制限
を設けます。

主　催：名寄市社会福祉協議会
共　催：名寄市／名寄市教育委員会／Ｎスポーツコミッション
　　　　名寄市立大学

（名寄市西１条南１２丁目）

定  員　申込先着１００名 申込締切　５月１０日（月）

（受付：１６：１５～）

－シンポジウム－－シンポジウム－

シンポジスト

瀬　尾　祐　貴　氏 名寄小学校　教諭

関　  朋  昭   氏 名寄市立大学　保健福祉学部教養教育部　教授

国際パラリンピック委員会　教育委員

　令和２年度、５学年担任時に「共生」をテーマとした総合的な学習の時間に
おいて、パラリンピック教育を取り入れた福祉教育を展開された。
　児童が作成した成果物を「ここほっと（西條名寄店１階）」で市民に配布す
る等、地域への発信も積極的に行われた。

五十嵐　真 幸  氏 カムイ大雪バリアフリー研究所

　スポーツが教育に与える影響等について研究をされ、Ｎスポーツコミッション
の副会長としても、地域のスポーツ振興に尽力されている。

マセソン　美 季  氏

　災害等によって事業を中止させていただく場合があります。その際
は、本会ホームページ、Facebook にて周知させていただきます。

令和３年度第１回市民ボランティア講座

コーディネート

  大学１年生の時に交通事故で車いす生活となり、1998年長野冬季パラリンピック
では、アイススレッジスピードレースで計４個（金３個、銀１個）のメダルを獲得。
　その後、東京学芸大学を卒業し、アメリカイリノイ州立大学に留学。卒業後
は結婚を機にカナダで生活を送る。
　日本とアメリカ・カナダとの「障がい」への捉え方の大きな違いを痛感し、
2016 年から現職として、住まいのあるカナダと日本を行き来しながら「パラリ
ンピック教育」に尽力され、名寄市内でも活用されているパラリンピック教材
『I’ mPOSSIBLE』日本版の開発・普及を通しながら「インクルーシブ」「共生」といっ
た現在必要とされている社会の実現を目指している。

  生まれつき障がい（骨形成不全症）があり、カムイ大雪バリアフリー研究所
等において当事者の目線から様々な街づくりの活動を行っている。
　中級障がい者スポーツ指導員としても、障がい者スポーツの普及啓発に携わっ
ており、障がい者スポーツを取り入れた活動を多数展開されている。

参　加　条　件

感染防止対策

申込み


